
 

 

 

3人の旅人算 

[応用 1] 

 それぞれの速さが毎分 120m，90m，80mのＡ，Ｂ，Ｃの 3人が，ＡとＢはＰ地点からＱ地点に 

向かって，ＣはＱ地点からＰ地点に向かって，同時に出発しました。このとき，ＡとＣが出会って 

から 3分後にＢとＣが出会いました。このとき次の問いに答えなさい。 

（1）ＡとＣが出会ったとき．ＢとＣは何 mはなれていましたか。 

（2）Ｐ地点とＱ地点の間の道のりは何 mですか。 

 

(1)Aと Cが出会ったときの A,B,Cの位置

関係は下の図のようになります。 

 

 

 

 

         ↓ 

この状態から 3分後に Bと Cが出会う 

         ↓ 

 Bと Cはお互いに 3 分ずつ進む 

         ↓ 

 B・・・90x3= 270(m) 

  C・・・80x3= 240(m) 

 

したがって，Bと Cのきょりは， 

    270 + 240 = 510 (m) 

 

(2) (1)で「Bと Cが 510mはなれていた」

ということは A と C の位置が同じなの

で， 

「A と B が 510m はなれていた」ことにな

る。 

 

 

 

 

 Aと Bは 1分間に 120-90=30(m) 差が

開くので，差が 510ｍになるのは 

     510÷30=17(分) 

          ↓ 

 スタートから 17分後に Aと Cが出会っ

たことになる。 

          ↓ 

 Pと Qの間の道のりは，Aと Cがお互い

に 17分進んだ長さなので， 

   (120+80)x17 = 3400(m) 

 

 

 

510 m 

3400 m 



 

 

 
円周上の旅人算 

[例題 1 ] 

  Ａ君とＢ君が，公園のまわりにある遊歩道のＰ地点から 

反対方向に同時に歩き始めたところ，9分後にはじめて出会い 

ました。Ａ君,Ｂ君の歩く速さはそれぞれ毎分 80m,毎分 65mです。 

次の問いに答えなさい。 

(1) この遊歩道の 1周の長さは何ｍですか。 

(2) 2回目に出会うのはＰ地点から何ｍのところですか。短い方の道のりを答えなさい。 

 

                            80x9 + 65x9 = (80 + 65) x 9 = 1305 m 

 
P A 

B 

(1) お互いに 9分間歩いたところで出会っています。 

 
A 

B 

A君が歩いた道のり 

    80x9 

B君が歩いた道のり 

    65x9 

速さの和 時間 

1305 m 

(2) 2回目の出会いも 出発地点が変わるだけですから，1回目のあとの 9分後に

出会います。 

                           A君で考えると 2度目の出会いまでに 9+9=18分 

歩いていますから 80x18 =1440m 

                             1周 1305m ですから，Pからの道のりは 

                1440－1305 = 135 m 

135 m 

 

1305m 

A B 

1 周の長さになる！  



 

円周上の旅人算 

[例題 2] 

Ａ.Ｂ.Ｃの 3人が１周 1200mの公園のまわりを同じ地点から同時に, 

Ａは歩いて,Ｂは走って，Ｃは自転車で同じ方向にまわり始めました。 

Ａの速さは毎分 80m. Cの速さは毎分 280mであるとき。次の問いに 

答えなさい。 

(1) Ｃはスタートしてから何分後にはじめてＡに追いつきますか。 

(2) Ｃは，はじめてＡに追いついてから４分後にＢに追いつきま 

した。Ｂの走る速さは毎分何ｍですか。 

 

 

(1)  

「ＣがＡに追いつく」 とはＣが 1 周まわ

った後に追いつく ということ！  

                 ↓ 

 C は 1200ｍ後ろからスタート と同じこ

と 

 

 この 1200mを縮めてゼロになったときが 

追いついたとき 

・1分で縮まるきょりは 

      280-80=200m 

・追いつきにかかる時間は 

      1200÷200= 6 分 

 
6 分 

1200m 

(2) 

C はスタートしてから 6 分後に A に追い

つき，さらに 4分後に Bに追いついた。 

 

 

 

 

 

Cは Bに(6+4=) 10 分 で追いついた。 

     ↓ 

 Bの速さを □m/分 とすると， 

    1200m 

280-□  10分  

 

 

280-□ = 
1200

10
   

□=280-120 

  =160 (m/分) 

分数になる  

速さの差 

毎分 160m 

 



 

 

 
円周上の旅人算 

[例題 1 ] 

  Ａ君とＢ君が，公園のまわりにある遊歩道のＰ地点から 

反対方向に同時に歩き始めたところ，9分後にはじめて出会い 

ました。Ａ君,Ｂ君の歩く速さはそれぞれ毎分 80m,毎分 65mです。 

次の問いに答えなさい。 

(1) この遊歩道の 1周の長さは何ｍですか。 

(2) 2回目に出会うのはＰ地点から何ｍのところですか。短い方の道のりを答えなさい。 

 

                            80x9 + 65x9 = (80 + 65) x 9 = 1305 m 

 
P A 

B 

(1) お互いに 9分間歩いたところで出会っています。 

 
A 

B 

A君が歩いた道のり 

    80x9 

B君が歩いた道のり 

    65x9 

速さの和 時間 

1305 m 

(2) 2回目の出会いも 出発地点が変わるだけですから，1回目のあとの 9分後に

出会います。 

                           A君で考えると 2度目の出会いまでに 9+9=18分 

歩いていますから 80x18 =1440m 

                             1周 1305m ですから，Pからの道のりは 

                1440－1305 = 135 m 

135 m 

 

1305m 

A B 

1 周の長さになる！  



 

円周上の旅人算 

[例題 2] 

Ａ.Ｂ.Ｃの 3人が１周 1200mの公園のまわりを同じ地点から同時に, 

Ａは歩いて,Ｂは走って，Ｃは自転車で同じ方向にまわり始めました。 

Ａの速さは毎分 80m. Cの速さは毎分 280mであるとき。次の問いに 

答えなさい。 

(1) Ｃはスタートしてから何分後にはじめてＡに追いつきますか。 

(2) Ｃは，はじめてＡに追いついてから４分後にＢに追いつきま 

した。Ｂの走る速さは毎分何ｍですか。 

 

 

(1)  

「ＣがＡに追いつく」 とはＣが 1 周まわ

った後に追いつく ということ！  

                 ↓ 

 C は 1200ｍ後ろからスタート と同じこ

と 

 

 この 1200mを縮めてゼロになったときが 

追いついたとき 

・1分で縮まるきょりは 

      280-80=200m 

・追いつきにかかる時間は 

      1200÷200= 6 分 

 
6 分 

1200m 

(2) 

C はスタートしてから 6 分後に A に追い

つき，さらに 4分後に Bに追いついた。 

 

 

 

 

 

Cは Bに(6+4=) 10 分 で追いついた。 

     ↓ 

 Bの速さを □m/分 とすると， 

    1200m 

280-□  10分  

 

 

280-□ = 
1200

10
   

□=280-120 

  =160 (m/分) 

分数になる  

速さの差 

毎分 160m 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

往復の旅人算 

[例題 3] 

1860mはなれているＡ地点とＢ地点があります。太郎君は毎分 85mでＡ地点を，花子さんは 

毎分 70mでＢ地点を同時に出発し，それぞれ一定の速さで両地点の間を休まずに何度も往復します。 

これについて，次の問いに答えなさい。 

（1）出発してから何分後に，はじめて 2人は出会いますか。 

（2）2度目に 2人が出会うのは，Ａ地点から何ｍのところですか。 

（3）太郎君が花子さんにはじめて追いつくまでに 2人は何回出会いますか。 

 

 

(1) 

 

 

  1860mあった 2人のきょりがゼロになったときが 

 出会ったときですから 

   1860 ÷ 155 = 12分 

 

(2)  

 

1680m 太郎君は 1 分で 85mＢ方向に，花

子さんは 1 分で 70mＡ方向に進み

ます。 

     ↓ 

 両側から 1 分間に(85+70=)155m

ずつ 2人の距離が縮まります。 

12分後 

 

1860m 

3720m 

 

太郎君で考えると，2 回目の出会いま

でに(12+24=)36 分進んでいるので，

歩いた道のりの合計は 

 85 x 36 = 3060 m 

したがって， 

図の▲は 

  3720－ 3060 = 660 m 

 

▲ 

660 m 

1860m 

85m/分 

70m/分 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太郎君が花子さんに追いつくのは下のような図を考えると分かりやすいです。 

 

 

     

  速さの差が(85-70=)15m/分ですから 

   1860m 

15m/分 □分    ⇒ 1860÷15 = 124分・・・追いつきにかかる時間 

    

    1回目の出会い・・・12分後 

  2回目の出会い・・・12 + 24 = 36 分後 

    3回目の出会い・・・12 + 24x2 = 60 分後 

    4回目の出会い・・・12 + 24x3 = 84 分後 

    5 回目の出会い・・・12 + 24x4 = 108分後 

    6回目の出会い・・・12 + 24x5 = 132 分後 

         

 
往復の旅人算 

[例題 3] 

Ａ地点とＢ地点の間は 1680mはなれています。太郎君はＡ地点を，花子さんはＢ地点を同時に出発し，

それぞれ一定の速さで両地点の間を休まずに何度も往復します。太郎君，花子さんの速さはそれぞれ毎

分 80m,毎分 60m です。 

これについて，次の問いに答えなさい。 

（1）2人がはじめて出会うのは，出発してから何分後ですか。 

（2）2人が２度目に出会うのは，Ａ地点から何ｍのところですか。 

（3）太郎君が花子さんにはじめて追いつくまでに。2人は何回出会いますか。 

 

(1) 

 

 

  1680mあった 2人のきょりがゼロになったときが 

 出会ったときですから 

   1680 ÷ 140 = 12分 

 

(2)  

 

1860m 

 2人のきょり 

速さの差 時間 

旅人算の追いつき  

5 回 

追いかける 

逃げる 

 24分ごと 

   

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

往復の旅人算 

[例題 4] 

11.7 kmはなれているＡ町とＢ町があります。太郎君はＡ町から，花子さんはＢ町から同時に 

自転車に乗って出発しＡ町とＢ町の間を何往復もしました。下のグラフは，２人が出発してから 

のようすを表したものです。2人の速さは一定とし次の問いに答えなさい。 

(1) グラフの ○ア  の値を求めなさい。 

(2) 太郎君，花子さんの速さはそれぞれ時速何 kmですか。 

 

[予備知識] 

 下の図のように円の直径上の 2 点からＰとＱが向かい合うように進むとき 1 回目に出会うまでの時間

を①とすると，その地点から次の出会いまでは②の時間がかかります。 

 

  

 

11.7 

太郎 

花子 

  Pと Qあわせて 

半周動く 

1 回目の後から

2回目までは 

円 1周分動く 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 

上の説明から，2回目に出会うまでの時間は 1回目にかかる時間の  

              1+2 =3倍になります。 

したがって， ○ア  の値は  30 x 3 = 90          

 90 

 

(2)  

太郎くんは B 町を折り返して，A 町の手前

3.6kmで花子さんと出会っています。  

       ↓ 

太郎くんが 2回目の出会いまでに進んだ道

のりは 

 11.7 x 2 － 3.6 =19.8 km 

ここを 90分(
90

60
時間)かかっているので，速

さは 

 19.8÷
90

60
 = 19.8 x 

60

90
 

         = 13.2 (km/時) 

       

 

 

 

花子さんは A町を折り返して 3.6km進ん

だところで太郎君と出会っています。 

     ↓ 

花子さんが2回目の出会いまでに進んだ

道のりは 

  11.7 + 3.6 = 15.3 km 

 

ここを 90分(
90

60
時間)かかっているので，

速さは 

 15.3÷
90

60
 = 15.3 x 

60

90
 

         = 10.2 (km/時) 

太郎君・・・時速 13.2km 
花子さん・・・時速 10.2km 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追いつき問題をグラフで解く（例題 2） 

 

 

 

 

 

 

まず，グラフの直線によってできる直角三角形で 

底辺が時間 高さが道のり なので 斜辺を速さと 

考えることにします。 

 

 問題をグラフにすると右の図のようになります。 

(1)は この部分を考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ.Ｂ.Ｃの 3 人が１周 1200m の公園のまわりを同じ地点から同時に,Ａは歩いて,Ｂは走って，

Ｃは自転車で同じ方向にまわり始めました。 

Ａの速さは毎分 80m. Cの速さは毎分 280mであるとき。次の問いに答えなさい。 

(1) Ｃはスタートしてから何分後にはじめてＡに追いつきますか。 

(2) Ｃは，はじめてＡに追いついてから４分後にＢに追いつきま 

した。Ｂの走る速さは毎分何ｍですか。 

 

 

 
Cは 1200m後ろからスタートしますから 

Aと Cは始め 1200mはなれていてＰ地点で 2人の

距離は０になります。 

1分間に 280-80=200m ずつ近づきますから Cが

Aに追いつくのは 

  1200÷200= 6 分後 です。 

 

6分後 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 

Ｑ地点がＣがＢに追いついた所です。 

Ｑ点までにＣがかかった時間は 

  6+4 = 10分で， 

進んだ道のりは 

  280 x 10 = 2800 m です。 

    ↓ 

ＱＲの距離は 2800-1200=1600m 

・・・Ｂがスタート地点から進んだ道のり 

Ｂがスタート地点からかかった時間は 

10分ですから 

B の速さは 

1600÷10 = 160 m/分 

   

 

 

(2) Ｃは，はじめてＡに追いついてから４分後にＢに追いつきました。Ｂの走る速さは毎分何ｍ

ですか。 

 

 

毎分 160m/分 

 

1600m 

10分 

1600m 


